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マイクロマシンセンターでは、平成22年度においてもマイクロマシン／MEMS等のマイクロナノ分野に係る基
盤技術の確立のための活動や産業分野発展のための環境整備活動を通じて、わが国産業の発展に寄与することを
目指していきます。３月に開催された評議員会、理事会において本年度の事業計画が承認されました。この事業
計画に基づきまして、マイクロナノ分野にかかる調査・研究、情報収集・提供、国内外の標準化の推進、内外交
流・協力の推進、MEMS開発のためのインフラ整備活動並びに普及啓発等の事業を充実強化していきます。
具体的に見ると、全国的なマイクロナノ人材育成事業の展開、つくばイノベーションアリーナ構想（TIA）と連

携するJMEC検討会（仮称）の発足などが新規活動になります。また、技術研究組合BEANS研究所において本年度
に追加実施する「高性能センサネットシステムと低環境負荷型プロセスの開発」にかかる研究事業（Gデバイス
@BEANS）も含め、組合員の立場から支援・協力を強化していくこととしております。
主要事業項目は以下の図のとおりです。
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①調査研究事業（国内外技術動向調査等） 

②情報収集・提供事業（マイクロマシンMEMSに関する内外資料収集・提供） 

④標準化事業（IEC国内審議団体・国際幹事としてのMEMS標準化の進展） 

⑤普及啓発事業（マイクロマシンMEMSに関する広報活動・情報公開） 

⑤その他事業 

③MEMS協議会事業 

JMEC検討会（仮称） 

・政策提言 
・産学連携活動 

・MEMS開発インフラ整備 
（MEMSファンドリーネットワーク拡充強化、人材育成、MEMSPedia提供など） 
・MEMS内外ビジネス交流 
（MEMSモール、総合イベント「マイクロナノ2010」の開催、国際マイクロマシン 
サミット、海外出展（ドイツ・ハノーバーメッセ）、海外ミッション派遣など） 

・MemsONE普及促進事業、標準化委託事業（NEDO委託） 

・技術研究組合BEANS研究所（BEANS・Gデバイスへの支援・協力）など 

右の構想への 
産業界としてのサポートを検討 

つくば 
イノベーション 
アリーナ構想 
（METI、 
産総研等） 

各事業項目は 
定款第4条に準拠 

技術研究組合 
BEANS研究所 
（BEANS・ 
Gデバイス） 
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